
「父親支援事業の実施状況の実態調査」アンケート 

 

貴自治体で現在母子保健を担当している部局・課で取り組んでおられる「父親支援」の実施状況や今後の予定について、

お尋ねします。以下の質問に対して、あてはまる番号を〇で囲み、（ ）または□内に回答をお書きください。 

＊「父親支援」とは、各自治体が父親（妊婦のパートナー含む）の健康の保持増進・育児支援を目的に実施している取り

組み・活動などを指します。「父親支援事業」とは、主な対象が母親、両親ではなく、父親である支援事業を指します。 

対象年度は 2022 年度とします。 

 

本研究への参加に同意しますか。     １．同意する    ２．同意しない 

 

Ⅰ．貴自治体において、母子保健事業における父親支援の実施状況についてお尋ねします。 

Q1_1. 2022 年度の以下の①～④の母子保健事業において、「父親支援」をどのように実施しましたか。それぞれの項目

ごとに、あてはまる番号をすべて〇で囲んでください。（複数回答可） 

① 母子健康手帳交付 （複数回答可） ② 妊娠期の両親教室など （複数回答可） 

1．父親が同行しやすい体制・環境づくり 1．両親学級として父親の参加を奨励 

2．父親向けのリーフレットやパンフレットの配布 2．父親が参加しやすい日時を考慮した開催 

3．父子手帳の配布 3．父親向けのリーフレットやパンフレットの配布 

4．父親の生活状況や労働・通勤時間などの情報を収集 

 ➡収集している情報の具体的な内容をお教えください。 

  （                                                ） 

4．父親向けの内容を実施 

➡具体的な実施内容をお教えください。 

  （                                               ） 

５．父親の健康状態などのスクリーニング・アセスメントを実施 ５．父親の健康状態などのスクリーニング・アセスメントを実施 

６．その他 （                                ） ６．その他 （                                ） 

７．「父親支援」は特に実施していない ７．「父親支援」は特に実施していない 

 

③  乳幼児健診 （複数回答可） ④ 新生児訪問指導などの家庭訪問 （複数回答可） 

1．父親が同行しやすい体制・環境づくり 1．父親が同席しやすい体制・環境づくり 

2．父親向けのリーフレットやパンフレットの配布 2．父親向けのリーフレットやパンフレットの配布 

3．父親向けの集団指導や講話の実施 3．父親に対する聞き取りや相談・指導の実施 

4．父親に対する聞き取りや相談・指導の実施 
4．父親の生活・子育て状況や労働・通勤時間などの情報を収集 

➡収集している情報の具体的な内容をお教えください。 

  （                                     ） 

 

5．父親の生活・子育て状況や労働・通勤時間などの情報を収集 

➡収集している情報の具体的な内容をお教えください。 

 （                                              ） 

６．父親の健康状態などのスクリーニング・アセスメントを実施 ５．父親の健康状態などのスクリーニング・アセスメントを実施 

７．その他 （                                ） ６．その他 （                                ） 

８．「父親支援」は特に実施していない ７．「父親支援」は特に実施していない 

 

 

 

 

その他に母子保健事業で実施している「父親支援」があればご教示ください。 

 
 
 



Ⅱ. 貴自治体における「父親支援事業（主な対象者を父親（母親、両親ではなく）とする支援事業）」の実施状況や今後

の計画などについてお尋ねします。 

Q2_1. ２０２２年度に、貴自治体では「父親支援事業」を実施しましたか。 

1. 実施した  → Q2_2 にお進みください。 2. 実施しなかった  → Q2_4 にお進みください。 

 

Q2_2. Q2_1で「実施した」と回答した方にうかがいます。実施したすべての「父親支援事業」において、目的・ねら

いとして要綱に記述されているものすべての番号を〇で囲んでください。（複数回答可） 

1. 母親の育児負担の軽減および産後うつの予防 7. 父親の健康度の向上 

2. 妊娠・出産・育児への理解 8. 育児を楽しめる環境づくり 

3. 母乳育児・授乳支援の推進 9. 良好な夫婦関係の構築 

4. 子どもの健全な成長発達 10. 地域への父親の参画 

5. 児童虐待の予防 1１．父親の育児不安の軽減 

6. 良好な父子関係の構築 1２．父親の自己肯定感の向上 

その他に貴自治体が「父親支援事業」を実施する理由で、重要なものがある場合はご教示ください。 

 

Q2_3. Q２_１で「実施した」と回答した方にうかがいます。「父親支援事業」の具体的な内容について、ご教示くださ

い。 もし、複数の「父親支援事業」を実施している場合は、重点を置いている規模の大きい事業を１つ選んでお答えくだ

さい。 

① 実施事業名 「                                                 」  ※内容としてあてはまるものに◯をしてください 

1. 父親向けの妊娠、育児、健康、メンタルに関わる相談、面談 5. 父親のネットワークづくり 

2. 父親学級 6. 父親への情報提供 

3. 父親向けの産前・産後サポート事業 7. その他 

（                                           ） 
4. 父親向けの講演会・イベント等 

②支援の対象 ※該当するものすべてに○ ③支援事業の実施当日に要する職員の人数（1 回あたり） 

1. 父親（妊婦のパートナー含む） （              ）人/回 

2. 母親（妊婦含む） ④連携している部署 

3. 祖父母 
 

4. その他（                                 ） 

⑤実績 ※父親全体への資料配布などの場合は配布数を記載 ⑥プログラム内容 

年間延べ人数（       ）人 
                                        

平均：（       ）人/回 

⑦実施した支援の評価 ※該当するもの 1 つに○ ⑧実施する際の広報や集客の工夫 （複数回答可） 

1. とても効果的だった １. 父親が参加しやすい日時を考慮した開催 

2. 効果的だった ２. 市区町村の広報に掲載 

3. あまり効果的でなかった 3. 該当者への個別連絡（郵送・メールなど） 

4. 効果的でなかった ４． その他（                                           ） 



Q2_4． Q2_1で「実施しなかった」と回答した方にうかがいます。貴自治体では、「父親支援事業」を実施する必要

性を感じていますか。あてはまる番号を〇で囲んでください。 

1. 必要性は感じている   

→ Q2_５にお進みください。 

2. 必要性は感じていない  

→ Q2_７にお進みください。 

 

Q2_5. Q2_4で「必要性は感じている」と回答した方にうかがいます。現時点の貴自治体における、「父親支援事業」

の事業の計画・実施状況について、もっとも近い番号を〇で囲んでください。 

１）  2023年度から事業を開始したところである 

２）  2024年度から予算を獲得し、具体的に実施することを目指している 

３）  2025年度以降の予算の獲得・事業の実施に向けた準備をしている 

４）  具体案はないが、今後は予算の獲得・事業の実施をしたい 

５）  具体的な計画・実施予定はまだない 

 

Q2_6. Q2_4で「必要性は感じている」と回答した方にうかがいます。貴自治体で、2022年度に「父親支援事業」を

実施しなかった/できなかった理由について、あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数回答可）  

1. 方法がわからない 6. 母子への支援を十分に行うほうが良い 

2. 業務が多忙である 7. 根拠法がない 

3. 財源が足りない 8. ニーズが不明 

4. 専門的な人材が足りない 9. その他 

（                                                 ） 5. 地域特性から実施する優先順位が低い 

（子育て世代が少ない、高齢化率が高いなど） 

 

Q2_7. Q2_4 で「必要性は感じていない」と回答した方にうかがいます。その理由を教えてください。（複数回答可） 

1） 母子への支援（母子保健事業）の延長・一環として父親支援もカバーしているから 

2） 管轄内での優先順位が低いから 

3） その他（                                                          ） 

 

Q2_8. 貴自治体では 2019 年度以前に、「父親支援事業」を実施していましたか。 

1. 実施していた 

  → Q2_9 にお進みください。 

2. 実施していなかった・わからない 

  → Q２_11 にお進みください。 

 

Q2_9. Q2_8で「実施していた」と回答した方にうかがいます。2019年度以前から実施していた父親支援の事業

は、新型コロナウイルス感染症によって2020年度以降の事業継続に関して何か影響がありましたか。 

1. 影響があった 

  → Q2_10 にお進みください。 

2. 影響はなかった・わからない 

  → Q2_11 にお進みください。 

 

Q2_10. Q2_9 で「影響があった」と回答した方に伺います。どのような影響・変化がありましたか。（複数回答可） 

1） 中止した 

2） 規模を縮小して継続した 

3） 形態を変えて継続した 

4） 一旦中止して、（あらためて予算を獲得するなどして）再開した 

5） その他（                                                          ） 



Q２_11. 貴自治体でこれまでに策定している、こどもや子育てに関する行政計画・個別計画の中で、「父親支援」など父

親を主体とする指標は含まれていますか。 

 1） 含まれている ⇒下の四角に具体的な項目を記載してください。 

例）夫の家事・育児関連時間 

 2) 含まれていない 

 3) わからない 

 

Q2_12．「成育医療等基本方針」で定める「成育医療等に関する計画」や「こども基本法」で定める「こども計画」など、

こども・子育て分野の計画策定に関して、情報提供やサポートが必要ですか 

1. 必要である 

  → Q2_13 にお進みください。 

2. 必要ではない・どちらともいえない・わからない 

  → Q２_1４にお進みください。 

 

Q2_13．Q2_1２で「必要である」と回答した方に伺います。どのような情報・サポートが必要ですか。（複数回答可） 

１） 「こども大綱」や「成育医療等基本方針」など、国の指針の具体的な中身に関する情報提供 

２） 計画策定の際に実施するニーズ調査・分析に関する専門家のサポート（例：調査設計やデータ分析） 

３） 他の自治体の計画策定・検討の事例に関する情報提供（例：評価指標の選定方法やその内容） 

４） その他（                                                          ） 

 

Q2_1４．成育医療等基本方針に基づく評価指標への「父親支援」に関連した指標として、国に対して以下の指標の提案

を検討しています。貴自治体において、以下のうち実施されているものをすべて〇で囲んでください。（複数回答可） 

１） コンタクトできたすべての父親の健康・生活のアセスメントの実施 

２） 各家庭に配布・手渡す調査票やチラシ・パンフレットなどで「親＝母親のみを対象にしていること」を想起さ

せる記載がないことを確認した（そうした記載があった場合には修正した） 

３） 父親が育児に参加しやすくなるような環境整備についての働きかけをした 

４） 父親からの育児相談の件数を把握している 

５） 乳幼児健診など既存の母子保健事業に子どもを連れていく（同行含む）父親の割合を把握している 

 

Ⅲ．「父親支援」・「父親支援事業」に対する貴自治体としての考え方についてお尋ねします。 

Q3_1. 今後、父親支援に取り組んだり、父親支援事業を新たに始めていく際、もしくは実施中のものを改善及び展開して

いくにあたり必要・有用だと思うものは何ですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数回答可） 

1. 父親への効果的な広報と集客 7. 父親への支援事業を委託できる団体 

2. 父親にとって効果的なプログラムの提示 8. 父親の育児に関する詳細な統計的指標 

3. 父親のニーズ調査 9. 父親への支援の必要性に対する自治体内の理解 

4. 父親支援の専門家によるアドバイス 10. 父親への対応におけるコツ・ポイントについての情報提供 

5. 人的資源確保のための業務量の調整 11． 他部署や他機関との連携体制の構築 

6. 父親への支援に係る予算の確保 12． その他（                                         ） 

 

Q3_2.母子保健事業・子育て支援事業を実施する際に、父親の健康や生活状況に関する情報を把握していますか。あて

はまるもの 1 つに〇をしてください。 

1. 情報を収集している  → Q3_３へお進みください 2. 情報収集していない  → Ⅳへお進みください。 



 

Q3_3. Q3_２で「情報を収集している」と回答した方にうかがいます。父親の健康や生活状況における情報の収集は

どの時点で必要だと考えますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数回答可） 

1. 母子健康手帳の交付時 5. 母親が特定妊婦に該当した場合 

2. 両親学級 6. 乳幼児健診などでフォローケースとなった場合 

3. 新生児訪問及びこんにちは赤ちゃん訪問 7. 要支援ケースとしてあげられた場合 

4. 乳幼児健診 8. その他 

 

Ⅳ．貴自治体について以下の質問についてお答えください。 

Q４_1.貴自治体で、既存の母子保健事業以外で父親へのポピュレーションアプローチをおこなっている部局・課はどこで

すか。あてはまる番号全てを〇で囲んでください。また、そうした取り組みをおこなっている場合、母子保健担当とそれらの

部署で部署間連携をとっているかどうか、〇で囲んでください。 

１） 子育て支援担当の課  → （部署間連携を  十分にとっている   十分にとっているとは言えない）  

２） 男女共同参画担当の課  → （部署間連携を  十分にとっている   十分にとっているとは言えない）  

３） 少子化対策担当の課  → （部署間連携を  十分にとっている   十分にとっているとは言えない）  

４） その他の部署（               ） → （部署間連携を  十分にとっている   十分にとっているとは言えない） 

 

Q４_2. 貴自治体について以下の①～⑥にご記入または〇をつけてください。 

①自治体の名称 ②自治体の人口動態 (2023 年 4 月時点) 

（     都道府県       区・市・郡     町・村） 
総人口（                       ）人 

高齢化率（                      ）％ 

2022 年の年間出生数（                       ）人 

③父親の育児支援におけるニーズ調査実施の有無。 ※あてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 実施あり 【               年度】 ↓概要もお答えください。 2. 実施なし 

実施ありの場合：結果の概要 

④各自治体での取り組みの現状や今後について、イ

ンタビュー調査を計画しております。その際にご協力

いただけますか？ 

⑤当研究班では、自治体の「父親支援事業」の計画立案や実施、評価のため

相談・伴走支援を実施しています。今年度、そうした支援をご希望でしょうか。

※全自治体のご希望に応えられない場合があります。ご了承ください。 

1. 可能 1. 希望する 

2. どちらともいえない 2. 相談・支援を受けることを前向きに検討する 

３． 不可能 ３. 希望しない 

⑥ご回答いただいた方について、以下についてお答えください。 

所属部署名：（                             ） 役職：（                            ） 

職種：（                                 ） 
連絡先：電話番号（                                    ） 

       メールアドレス（                                ） 

※最後にこの調査や父親支援について、何かご意見があればお聞かせください。 

 

 

 

たくさんの質問にお答えいただき、ありがとうございました。 


